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高強度・高靱性である窒化珪素系工具は耐欠損性能に優れる為、鋳鉄の粗加工や耐熱合金加

工等、高負荷な切削用途へ適用されている。近年では、製品の複雑形状化や、被削材の難加工

化に対応するため、窒化珪素系工具には耐摩耗性と耐欠損性の向上が要求されている。 

窒化珪素系工具の切削性能向上には、機械特性の向上が有効であり、その手法として超塑性

鍛造焼結法による配向組織制御がある。過去の Kondoらの報告によれば、6vol%程度の助剤を添

加した窒化珪素を超塑性鍛造焼結法によって作製し、曲げ強度が 1.7GPa に到達した事例も報告

されている 1)-3)。超塑性鍛造焼結法による窒化珪素粒子の配向現象は、粒界相の粘性流動による

窒化珪素の粒界すべりと粒界相を輸送経路とする物質移動（溶解・再析出）を起因とする為、

適量の粒界相を含有する必要がある。しかし、粒界相の存在は機械特性や高温特性の低下要因

となる為、低減することが好ましい。本検討では窒化珪素系工具の切削性能向上を目的に、助

剤量を低減した窒化珪素に対する超塑性鍛造焼結及び焼結体の組織状態と機械特性への効果に

ついて検討を行った。 

助剤量が 3vol%又は 6vol%であり、超塑性鍛造焼結法によって作製した窒化珪素焼結体の組織

観察結果(図 1)と、配向度(図 2)を示す。種々、焼成条件を検討する事で、3vol%の助剤量でも

配向組織を有する焼結体が得られた。また、各面の配向度は 6vol%の試料と同等であり、低助剤

量の窒化珪素でも、配向度の高い焼結体を作製できた。配向組織化及び、助剤量低減によって

耐欠損性の向上や粒子脱落による摩耗進行の抑制が期待できる。 
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図 1 超塑性鍛造焼結体の組織状態 図 2 各試料のβ窒化珪素の X線回折強度比 
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